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写 最 や 図 を 中 心 に み る

の農作物主要病害虫 (ll)

ヒル リーの黒班点病被害葉
ヽ

サ

ツ

マ

イ

モ

の

黒

ア

ザ

病

蘭

(
遠

藤

弛

＼
隻か

り

c
p

;i

:q

I

.
;

:

一ナ

サ
ツ
マ
イ
モ
の
黒
ア
ザ
病
被
害
イ
モ

セルリーの黒班点病菌

病 害

セル リー の黒はん病(はん点病)

宿 主 : セル リー､ ミツ^'

発 生 ‥琉球では】2月から4月にかけてみられ､特に発

生がひどvlo

病 徴 :薬や茎をおかし､梨ではやや円形､黄緑色､水

没状の蜘点ができ､つV,でかつ巴､暗かつ巴にな

り､周縁は黄色でややもりあがる｡高温多湿のと

きには病班に白いカビ(分生胞子)ができる｡

病 菌 ‥分生子 硬はかつ巴､長さ40-60ミクロン､巾4-

5ミクロン､基部の近 くに1-2個の隅隈があ

る.分生胞子は無色またはうすみどり､糸状で3

-12個の隔快がある｡長さ50-80ミクpンまた

は280ミクロンに及ぶo巾J1-5ミクロン｡

防 除

J&被害植物を除去焼却する｡

息 種子は1000倍のウスプルン液に30分間つけるか､あ

るV,は48ocの湯に30分間つけて消毒する.

L& ダイセン37グラムを水18リッ トルにとかして散布す

る｡

サ ツマ イモの黒アサ 病

宿 主 : サツマイモ

発 生 :Fl.三から秋､冬にかけて発生 し､収穫期になって

いちじるし＼ハo特に粘質土じように多V,0

病 徴 ‥土中の茎及びイモの皮の部分にだけ発生し､決

して溌くはすすまなvl｡

はじめ衆両に洗いかつ色の小さな柄現ができ､

これは大きくなると黒色となり､TLいにむすぴ

つV,て不姐則形の大きな病が【となる｡皮はしわ

ができ､亀裂ができるようになる｡

病 菌 :分生-f坪は長さ40-175ミクロン､多くの隔膜



がある｡身重胞子は無色単胞､だ円形で､長さ

12-20ミクロl/､巾4-7ミクpン｡

防 除

息 樗V,もは必ず無病のものを選び､苗床に伏せ込む前

にセレサンを背く粉衣する｡

盈 発病した苗または うたがvlのある笛は陵わなV'こと

L&苗はウスフ■ルンの 800倍液に20分間､根元だけを浸

して消毒するo

害 虫

イモノウムシ

形 態 :成虫は､体長約4mm､全体かつ色の RlrTI､丘成

毛で点患われ､膝の部分に白Etiの:携帯がある.

卵はだ円形､淡黄白色で約0.Ammo

幼虫は体 長約6mm,乳白色で東部 は淡かつ

色,体には多数の俵しわがある｡

さなぎは､体長約5mm､はじめ乳白色､衡 炎

かつ凸に/rl'わる.腹部の末端には2値の 捧状窄

超がある｡

】氾 書 :-)'l)モ ドキゾウムシに.おとらないサツマイモの

大吉虫で､サツマイモのほか､ヨウサイ､ダン

パイヒルガオ､アサガオ､ノ､マヒルガオなどを

加苫し､年中みられるO卵は地傷の茎またはイ

モに1位ずつうみつけられ､ふ化した幼虫は茎

またはイモの 中に入り､内部を縦横に加害す

る｡乾燥時に多V､｡

防 除

息 輪僻､または塊根の搾く入る品緒を選ぶO

息 共通寄主を除去するO

息 収挺したその裁物は､集めて水中に入れるか､]m

以上の洗vl穴を掘 って埋める｡

息 -Tル ドt)ンまた は-ブタクp-ルを107-ルあたり

5-6kg､ 植付け前に土じようにrR入すると効果

が大き∨､｡

コ フ ノ メ イ ガ (ハマキムシ)

形 態 ;卵は大きさ0.3mmで乳白色｡

幼虫は体長14mm､緑色､頭はかつ色､第2､

3節の背面に6個の黒点がある｡
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プノメイガの害をミ受けた稲の葉 コプノメイガ (ハマキムシ)

嫡はうすV,かつEti､体長10mm､白V'マ-の中につつ

まれている.

成虫は体長9mm､うすい灰黄色､はねの開ilEi18mm

加 害

イネの害虫でイネのほかヒエ､サ トウキビ､アワ､麦､

ノビェ､チガヤなどのイネ科植物を加害する｡

イネの薬に3-4粒ずつ産み下された卯からふ化した

幼虫は,イネの集に白い糸をかけて上手にたてに巻き､

その中で典の表皮を残して葉の肉を食嘗するので､葉は

白いまだらになってすいてみえる｡-藻を食害するとさ

らに新しい英に移動して加富を続けるO

コブノメイガににているクテ-マキはその集のつつの

下部を袋で閉じてV'るが､コブノメイガは閉じないので

物に驚 くと後過して脱け落ちる習性がある｡

防 除

L& 誘蛾灯で誘殺o

L& BHC水和剤240倍を発生時に2回位散布する｡

盈 DDT乳剤 500-1000倍液を上の方法で散布する

L& マラソン乳剤を1000-4000倍の水にうすめて散布

する｡ (田 盛 正 雄)
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